 (様式４)
令和７年４月２８日
  令和７年度　第１回　大阪市立天下茶屋幼稚園　学校協議会 実施報告書　　　　　　
校園名　大阪市立天下茶屋幼稚園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校園長名　　𠮷　田　あ　き　　
	日 時
	令和７年４月２３日（水）16時00分～17時00分

	場　所
	大阪市立天下茶屋幼稚園　遊戯室

	出
席
者
	委員
など
	会長1名　副会長1名　委員２名

	
	校園
	園長　主任

	
	区役所
	西成区役所　1名

	議題
	(1) 学校協議会役員の選出・協議会の運営等について
(2) 学校協議会運営要綱（案）・学校協議会傍聴要領（案）について
(3) 令和７年度　運営に関する計画（案）について
(4) 本園の経営方針について
(5) 協議、意見交換等

	協議
要旨
	協議の結果
	意見の概要

	
	(1)
(2)
	○学校協議会の目的、役割について共通理解を図れた。
	○学校協議会、幼稚園運営について共通理解することができた。

	
	(3)
(4)
(5)














	○幼稚園の現状を伝え、運営に関する計画について目標及び取り組み内容に関して、概ね理解を得られた。














	〇能登半島地震があったときに、子どもたちが座布団を頭にかぶってテーブルの下に入っていた。地震などの防災訓練を幼稚園で積み重ねているので、命を守る行動が身についていると感じた。地域でも消防署とも連携しながら防災訓練を行うべきかと考えている。
〇地震があった時ちょうど能登地方に帰省中だった。大地震の少し前に小さな地震があり、その時に姉が妹に机の下に入るように促していた。その直後に大地震が来て、大人は慌ててしまったが子どもは冷静に動いていた。とっさに動けるのは繰り返し避難訓練をしているからだと思う。今年度は保護者も一緒に避難訓練を行うそうだが、大人のほうがパニックになりそうなので、親子の避難訓練をぜひ積み重ねていってほしい。
〇親子のふれあい絵本タイムが自分にとって子どもと触れ合える良い時間だった。子どもも毎回とても良い笑顔で喜んでおり、心の安定につながっていると感じる。また、こういう絵本を選ぶのかと新しい発見があったり、このような反応をするのかとリアクションに驚いたりする。子どものかわいい姿を見ることができ、とても良い時間になっている。これからも続けてほしい。
〇異年齢での活動が多く、他学年の友達とも普段から関わって遊ぶ経験の大切にしているので、子どもが小学校へ入学するときも上の学年に知っている友達がおり、安心して学校に行くことができた。お茶会などの地域の方との関わりも多く、皆さんに見守られていると感じる。
〇幼稚園と中学校だと年齢が離れていて交流も難しいが、子ども同士が関われる活動を考えていきたい。

	協議
資料
	(1) 令和７年度　第1回学校協議会　次第
(2) 令和７年度　学校協議会委員名簿
(3) 学校協議会運営要綱（案）・学校協議会傍聴要領（案）
(4) 令和７年度　運営に関する計画（案）

	備考
	傍聴者[ ０  ]名　
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